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上図のように力を追跡すると書いた力は全てF（肩→2）の
大きさとわかる。

(a）フックの法則で求まるのはばねの弾性力なので
にの7'1-1 た→2やFi→。 ⇒K i x ,
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がFである
フックの法則より
F i→p=K,C F2→p=KzC

また、作用反作用の関係より、
1F→11=IF→pl . I Fp→21=1チュ→p）

といえるので た→、=K,C,Fp→2=kC といえる
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題意より
F→1+Fp→2 = F

なのでこれに代入して
k , c + K aC = F
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(b）合成ばね定数をKとすると

F = K x

⇒x=，さ
前問（a）の答えと比べて
K=k.½ーーい

合成ばね定数は公式として暗記しておく、

直列ばね k=！+！十・・・・・ ← Kは小さくなる∉
並列ばね
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